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〔抄 録〕
VirginiaWoolf(1882-1941)は 、 人 間 の 内 面 を描 くこ と こそ が 小 説 家 の使 命 で あ る
と し、 小 説 の新 しい 形 を求 め、 そ れ を な し遂 げ た。 彼 女 が 作 品 に お い て追 求 し よ う と
し た もの は、 現 実 の 背 後 に あ る真 実 な る もの で あ り、 そ れ は こ の混 沌 と した 人 生 の 中
で 、 一一瞬 の 問 に 消 え 去 っ て い く瞬 間 の 中 に存 在 す る もの で あ っ た 。VirginiaWoolfは そ
れ を と らえ、 ヴ ィ ジ ョン と して作 品 の 中 に再 現 し、 読 者 に提 示 し よ う と した 。 孤独 は
処 女 作TheVoyageOut以 来常 に彼 女 の小 説 の テ ー マ で あ っ た 。 人 間 の孤 独 と それ と対
極 に あ る で あ ろ う他 者 との 融和 、 本 稿 で はVirginiaWoolfの 三 つ の作 品 を通 し て、 こ
の 人 間の 孤 独 と他 者 との 融和 を考 察 し、VirginiaWoolfが 追 求 し続 け た 人 間 の 内面 の真
実 の瞬 間 に迫 っ て み た い と思 う。
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1.始 め に
ヴ ァー ジ ニ ア ・ウ ル フ は"ModemFiction"(1919)に お い て 、 人 生 は 意識 の始 め か ら終 わ り
ま で 私 た ち を と りま く半 透 明 な外 被 で、 明 る く、輝 く光 輪 な の だ と述 べ 、 この 変 化 し続 け る未
知 で 広 大 な精 神 を伝 達 す る の が 小 説 家 のつ とめ で は な い だ ろ うか と書 い て い る(1)。 こ の後 ウ ル
フ は 、Jacob'sRoom、MrsZ)alloway、TotheLighthouse,TheWavesな ど、 意 識 の流 れ の技 法
に よっ て 、 人 間 の 内面 に迫 る作 品 を発 表 し続 け た。
人 生 を生 きる 上 で 、 人 は(と くに 女 性 は)自 分 一 人 の精 神 的 領 域 、 す な わ ち孤 独 な状 態 を持 つ
こ と は不 可 欠 な こ と と ウル フ は考 え た 。孤 独 は ウル フ の作 品全 体 の テー マ で も あ っ た。 ウ ル フ
の い う孤 独 とは 、 人 と して あ るべ き基 本 的 な状 態 で あ り、 そ こで 人 は 自分 の 内部 に 目を 向 け ね
ば な ら ない とす る。 ウル フは 、ARoomofOne'sOwnの 中 で、 女 性 が 小 説 を書 くた め には 自分
の お 金 と 自分 の 部屋 を持 た ね ば な らな い と して い るが(2)、 これ は単 に物 理 的 な こ とを言 っ て い
るの で は な く、 自分独 自の 精 神 的領 域 を持 つ 必 要 が あ る こ と を示 唆 して い るの で あ る。A.M.リ
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ン ドバ ー グ も、 そ の著 書GiftfromtheSeaの 中 で、ARoomofOne'sOwnに ふ れ 、 女性 は 回 転
して い る車 の 軸 が 不 動 で あ るの と 同様 に、 精 神 と肉 体 の 活 動 の うち に、 不 動 で あ る魂 の 静 寂 を
得 な け れ ば な らな い と書 い て い る(3)。 そ れ は 、 ど うす れ ば活 動 して い る 中 で 魂 の 静 寂 を得 られ
る か とい う こ とで あ っ た。
そ う した孤 独 と対 極 に あ る他 者 との融 和 、 人 は こ の二 つ の 間 に あ っ て ど う生 き るべ き な の か。
この論 文 で は主 に、TotheLighthouse、Mrs1)alloway、NightandDayの 三作 品 を通 して 、 人
間 の孤 独 と融 和 を考 察 す る。
2.TotheLighthouseに お け る ラ ム ジ ー 夫 人 の 場 合
ウル フ は13歳 の 時母 を失 っ た。 母 の死 の2ヶ 月 後 、彼 女 は最 初 の 精 神発 作 を起 こ して い る。 そ
れ程 に母 の死 は ウル フに大 きな衝 撃 を与 え た の だ った 。 ウ ル フ は"Reminiscences"(1907)(4)の 中
で 、 自分 が 日常 的 に死 ん だ 母 の 姿 を見 る こ と、 母 が だ れ よ り も身近 な存 在 で あ る と語 り、 また
晩 年 に書 い た"ASketchofthePast"で も、 母 の 声 が 聞 こ え、 姿 が 見 え る と書 い て い る(5)。 ウ
ル フ は母 をinvisiblepresence(見 え ざ る存 在)と 呼 ん で い る。 母 は見 え な い存 在 と して ウル フ
に と りつ い た の だ っ た 。彼 女 はそ れ ま で の多 分 に 理 想 化 され た母 の姿 で は な く、 母 の実 際 の 姿
と向 き合 う必 要 が あ っ た。TotheLighthouse(1927)に お い て彼 女 は この作 業 を行 う。 ウ ル フは
あ らため て両 親 、 と くに 母 親 と向 き合 い、 そ の 真 の姿 を とら え描 くこ とで母 へ のobsessionか ら
解 放 され た の で あ っ た(6)。
ウル フの 父 は哲 学 者 ・批 評 家 と して名 を成 した 人 で あ っ たが 、 彼 は先 妻 に 先 立 たれ 、 子 供 一
人 を連 れ て ウ ル フ の母 と な る人 と再 婚 した。 こ の 母 も また 先 夫 と死 に別 れ 、3人 の子 を 連 れ て
再 婚 す る。 この 父 と母 との 間 に4人 の子 が 産 ま れ た 。 ウ ル フ は末 か ら2番 目の 子 供 で あ っ た 。
TotheLighthouseに お い て は、 ウ ル フの 家 庭 そ の ま ま に、8人 の 子 供 を持 つ ラム ジー 一 家 の 夏
の 別荘 で の 様 子 が 描 か れ る。 何 人 か の逗 留 客 を含 め た 大 家 族 を乏 しい家 計 で や り く りす る ラム
ジ ー 夫 人 は 、 ヴ ィ ク トリ ア時 代 の い わ ゆ る家 庭 の 天 使 と して の役 割 を忠 実 に果 たす タ イ プ の 主
婦 で あ る。 一 方 、 若 い 頃 に哲 学 界 に華 々 しい デ ビュ ー を した夫 ラ ム ジ ー氏 は、 今 で は ナ イ フの
よ うに 痩 せ 衰 え て、 劣 等 感 に さ い な ま れ、 そ れ を妻 に よ っ て慰 め られ る とい う、 妻 に依 存 し き
っ た 男 と な っ て い る 。 ラム ジー 夫 人 は母 性 の持 つ 豊 饒 さで 夫 を支 え、 子 供 達 を守 り、 客 を もて
な す の で あ る。 家 計 は 決 して 楽 で は な か っ た が 、 彼 女 は幸 せ な家 庭 を持 ち 、 何 一 つ 欠 け る もの
は な か っ た はず で あ る 。 しか し、 ラ ム ジ ー 夫 人 は 、 時 と して深 く悲 しげ な表 情 を見 せ る 。 ウル
フの 母 は 若 く して最 初 の 夬 を亡 く し、 以 後 、死 は 常 に彼 女 の 身近 に存 在 し続 け た。 何 が 起 きて
も まず 第一 に考 え る こ とは 「死 」 の こ とで あ っ た。 ウ ル フがmostpositiveofdisbeliever(最 も
徹 底 した不 信 の 人)(7)と 呼 ん だ よ う に、 彼 女 の 内 実 はメ ラ ン コ リ ッ クな もの で あ った 。 母 の 持 つ
「死 」 の 偏 在 感 は、 そ の ま ま娘 で あ る ウル フ に引 き継 が れ 作 品 の 中 に取 り込 まれ て い った 。 ウル
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フ の作 品 の す べ てが 死 の想 念 に満 た さ れ て い る と言 っ て も過 言 で は ない 。 と も あ れ ウ ル フは ラ
ム ジー 夫 人 を単 な る理 想 的 主 婦 と して で は な く、 そ う した 実 際 の 内 面 に まで 立 ち至 っ て 、 出 来
得 る 限 りそ の真 の姿 を描 こ う と した の で あ る。
逗 留 客 の 一 人 で あ る 画 家 の リ リー ・ブ リス コ ウ は 、 こ の作 品 に於 い て は 「見 る 人」 で あ り、
「意 識 の流 れ 」の 手 法 に よ って 描 か れ る この小 説 に お け る重 要 な視 点 を担 う人物 で あ る。彼 女 は 、
ラ ム ジー 夫 人 に憧 れ 、彼 女 の美 しさ豊 か さ を称 讃 す るが 、 一 方 で は、 そ の主 婦 的俗 物 性 を軽 蔑
す る。 ま た リ リー は 、 ラ ム ジ ー氏 の甘 っ た れ た 生 き方 に 嫌 悪 を感 じて い るが 、 また ラム ジー 氏
の 持 つ 清 々 し く明確 で 理 性 的 な厳 正 さに 対 して は心 か らの 尊 敬 を持 っ て い る。 リ リー ・ブ リス
コ ウの 見 た よ うに ラム ジ ー家 に は 、 こ う した ラ ム ジ ー氏 の 哲 学 者 と して の客 観 性 を重 ん じ る態
度 と、 ラ ム ジ ー 夫 人 の 直 感 に生 きる 主婦 的 感 覚 が 、 渾 然 一 体 と な っ て一 つ の秩 序 を与 えて い る
の だ った 。
ラ ム ジ ー 夫 人 は子 供 達 を愛 し、 夫 を愛 し、 彼 ら との 一 体 感 を愛 して い た 。夜 、 客 達 を含 め た
晩 餐 の席 で 、 人 々の 融 和 す る形 の 中か ら立 ち の ぼ る もの の 中 に永 遠 の時 間 を感 じる人 で あ った 。
彼 女 は 自分 に依 存 す る夫 を か ば い 、 彼 に生 気 を与 え る こ とを生 き甲斐 と感 じて い た 。 しか しな
が ら、彼 女 の 中 に は時 に そ う した 夫 を煩 わ し く思 い 、 「夫 の 心 が 、 振 り上 げ られ た 手 の よ う に、
自分 の心 に蔭 を落 と して い る の を感 じた」(8)のだ っ た 。 夜 二 階 へ の 階段 を上 りな が ら、 ラ ム ジ ー






家 族 達 の世 話 に 、 また 温 室 の修 理 費50ポ ン ドに頭 を 悩 ませ る 日 々 の 中 で、 彼 女 は 「ほ ん の し
ば ら く」(foramoment)の 自分 一 人 の世 界 を渇 望 した 。 ほ ん の しば ら く じっ と して、 あ る一 つ
の大 切 な こ と を、 ほ ん と うに重 要 な こ と を取 り出 して 、 考 えて み た い と切 望 した の だ った 。 ウ
ル フ は母 ジ ュ リ アがOh,thetortureofneverbeingleftalone!(一 人 に して も らえ な い っ て な ん
て 辛 い ん だ ろ う)(lo)と 言 っ た とい う こ の言 葉 を、 ラ ム ジ ー 夫 人 を描 く上 で の大 きな ヒ ン ト と し





ウルフに見 られる孤独 と融和(水 浪 純)
asenseofsolemnity,tobeingoneself,awedge-shapedcoreofdarlrness,somethinginvisible
toothers.(12)
今 は も う だ れ の心 配 を し な くて もい い 、 一 人 で い られ る の だ と ラム ジー 夫 人 は思 っ た 。 た と
え 日々 家 族 の 中 で生 き よ う と も、 一 人 とな っ て 、 時 に奥 深 く沈 潜 し、 自分 自身 と な っ て 自分 の
世 界 に 浸 り きる こ とは、 ラ ム ジ ー夫 人 に とっ て は 人 間 と して生 きる 上 で 、 必 要 不 可 欠 な こ とで
あ っ た の だ。 す べ て の 自分 の 存 在 と行 動 とは外 に 拡 が り、 き ら き ら と き らめ くもの は蒸 発 して
しま い、 厳 か な 感 じで 身体 は収 縮 し、 だ れ に も見 え な い暗 い楔 形 の芯(awedge-shapedcoreof
darkness)と な っ て 自分 の 世 界 へ と下 っ て い くの だ った 。 彼 女 は 厂この 暗 い 楔 形 の 芯 は ど こ に
行 く こ と も出来 る の です 」 と言 い、 自分 自身 の 自由 さ を確 認 す る 。 そ れ さ えあ れ ば、 彼 女 は再
び 自分 の 日常 の 中 に立 ち戻 り、 そ こで生 きて い くこ とが 出 来 る の で あ っ た。 彼 女 は ま た、 人 は、
あ る 意 味 で は単 純 な そ の外 観 に よ っ て判 断 され る が 、 そ の外 観 の 下 に あ る もの は、 人 間 の 精神
で あ り、 そ こ に は混 沌 と深 淵 が 存 在 す る こ と、 そ こ は暗 く四方 に拡 が り、 底 知 れ ず 深 い もの で
あ る こ と を知 っ て い た。 人 間 と は と らえ ど ころ もな く、 どこ ま で も深 く広 が り、 存 在 し続 け る
も の 、 も し一 人 に な る時 間 が 与 え ら れ る な らば 、 自分 は 「暗 い楔 形」 とな っ て 、 自 由 に 自分 の
世 界 に生 きる こ とが 出来 る の だ とラ ム ジ ー夫 人 は考 え た の だ っ た。
こ う した 「自分 の思 い の 中 に沈 潜 して い く」 こ と につ い て、 ウ ル フは 日記 に次 の よ うに 書 い
て い る。_;slippingtranquillyoffintothedeepwaterofmyownthoughtsnavigatingthe
underworld;...(13)ウ ル フ に とっ て の孤 独solitudeと は、 あ くまで 肯 定 的 な意 味 で あ り、 自分 の独
自性 、 独 創 性 を高 め る た め の 貴 重 な状 態 で あ っ た 。L.Gordonは 、VirginiaWoolfdrewa
distinctionasolitudethatispotentiallycreativeandadebilitatingstateofwithdrawalfollowing
impulsesofaversion.(14)と 述 べ 、 この ウル フの 意 図 したsolitudeを 説 明 して い る。 そ れ は創 造
的 に な り う る孤 独 で あ り、 後 者 の 、 強 い嫌 悪 感 か ら、 自分 の 中 に 閉 じ こ もっ て何 も 出来 な くな
る状 態 に な る こ と と を ウ ル フ は 区 別 した 、 とGordonは 説 明 して い る。 この 前 者 の 孤 独 を ラム
ジー 夫 人 もま た求 め た の で あ っ た 。 と ころ で 、 このslippingintothedeepwaterと い うイ メ ー
ジ は ウ ル フ が 好 ん で 使 っ た イ メ ー ジ で あ り、 実 は ウ ル フ の 他 の 作 品 に も現 れ て くる 。The
Wavesに お い て は 主 た る登 場 人 物 バ ー ナ ー ドの持 つ イ メ ー ジ と して 登 場 す る。 こ れ は一種 の恍
惚 状 態 を も表 し、 死 の イ メ ー ジ と も重 な っ て くる 。 ウル フが ウ ー ズ 川 で 入 水 自殺 を遂 げ た こ と
を思 う と不 思 議 な感 に襲 わ れ るが 、 ウ ル フ が常 に 死 の 想 念 に と りつ か れ て い た こ と を思 い合 わ
せ る と納 得 出来 る 。 彼 女 の 中 に は死 へ の恐 怖 と死 へ の 強 い憧 れ が 同 居 して い た の だ っ た 。The
Wavesの バ ー ナ ー ドも また ウル フ同 様 に 「死 」 に対 して ア ン ビヴ ァ レ ン トな思 い を持 っ て い た。
彼 は孤 独 を憎 み 、 人 との一 体 感 、 人 と の融 和 を何 よ りも求 め る 人 間 で あ っ た が 、 そ の 人 生 の お
わ りにお い て 「死 」 と対 峙 した と き、 は じめ て孤 独 の価 値 を知 る ので あ る(15)。
先 程 のLGordonの 説 明 の 中 に あ る後 者 の孤 独 、 す な わ ち前 者 の創 造 性 を育 て る孤 独 に対 し
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て、 否 定 的 な 意 味 を持 つ 孤 独isolation、 こ れ も また ウ ル フ に とっ て は 言語 に 絶 す るほ どに 大 き
な 問題 で あ っ た と言 わ ね ば な ら ない 。 作 品MrsDallowayに お け る セ プ テ ィマ ス、TheWaves
に お け る ロー ダ、 二 人 と も 自殺 に よ っ て 人 生 を終 え る の だ が 、 彼 ら は精 神 の孤 立 に 苦 しみ 続 け
た 。 この 二 人 を通 して 、 ウル フ は外 界 との 断 絶 とい う ウ ル フ 自身 が 知 っ て い た 最 も恐 ろ しい 体
験 を描 いた の で あ った(16)。 人 は一 人 で は生 きて行 け ず 、 他 者 との 関 わ りの 中 で生 きて行 くわ け
で あ り、 作 品 の登 場 人 物 達 が 、 他 者 との調 和 を保 ちつ つ 、 孤 独 の 中 で 自分 自身 を保 ち つ づ け る
姿 は 印象 的 で あ る 。
ラ ム ジー 夫 人 の 、 家 族 と家 族 を越 え た他 者 へ の 献 身 の 日 々 はそ う長 くは続 か なか った 。 ラ ム
ジー 夫 人 の モ デ ル で あ る 自身 の 母 を、 ウ ル フ は"Reminiscences"の 中 で、 「疲 れ た 泳 ぎ手 の よ
うに だん だ ん と深 く沈 ん だ」(17)と書 い て い る。 ウル フの母 は49歳 でそ の 生涯 を閉 じた ので あ っ た。
3.MrsDallowayに お け る ダ ロ ウ ェ イ 夫 人 の 場 合
MrsDallowayは 、1925年 出版 され た ウ ル フの 第4番 目の 長編 で あ る 。 これ は1923年6月 の あ
る天 気 の 良 い 一 日の 出来 事 の 中 に 、 ク ラ リ ッサ ・ダ ロ ウ ェ イ とセ プ テ ィマ ス ・ウ ォ レ ン ・ス ミ
ス の心 理 を描 い た 作 品 で あ る 。 ク ラ リ ッサ は保 守 党 の 国 会 議 員 リチ ャー ド ・ダ ロ ウ ェ イの 妻 で
あ り、 上 流 階級 に属 す る51歳 の 女 性 で あ る。 一 方 セ プ テ ィマ ス は 第 一 次 大 戦 の戦 友 の死 の シ ョ
ック の た め 、 幻 覚 と 強迫 観 念 に 苦 しみ 自殺 す る 三 十 歳 前 後 の青 年 で あ る 。 小 説 で は こ の二 人 は
ダ ブ ル と して 描 か れ 、 従 っ て この 二 つ の プ ロ ッ トは交 差 して い くわ け で あ るが 、 今 回 の論 文 で
は、 ク ラ リ ッサ と夫 リチ ャ ー ド ・ダ ロ ウ ェ イ との 関係 に の み、 ス ポ ッ トを 当 て て み た い。
ク ラ リ ッサ は リチ ャ ー ドと結 婚 す る前 に、 ピー ター ・ウ ォル シ ュ とい う恋 人 が い た。 ピ ー タ
ー は ク ラ リ ッサ が リ チ ャー ドを選 ん だ こ とで 失 恋 し、 イ ン ドで何 年 か を過 ご して い たが 、 そ の
ピ ー ター が 思 い が け な くク ラ リ ッサ を訪 ね て く る。 ク ラ リ ッサ は 、 素 朴 で 堅 実 、 そ して頼 りが
い の あ っ た リチ ャ ー ド ・ダ ロ ウ ェ イ を夫 に 選 び 、 今 は 国会 議 員 の 妻 と して 、 社 交 界 で も活 躍 し
て い る 。 多 くの も の を手 に 入 れ た この 結 婚 は 成 功 で あ っ た に ち が い ない 。 一 方 ピー ター ・ウ ォ
ル シュ は イ ン ドか ら帰 っ て きた が 、 今 は携 わ るべ き職 もな い とい う有 様 で あ る。 しか し彼 は 若
い 頃 に は 社 会 主 義 に の め り込 ん で 、 オ ック ス フ ォー ドを 放校 に な った り と、 知 識 欲 旺盛 な情 熱
的 な 男 で あ っ た。 ク ラ リ ッサ は決 して 自分 の 結 婚 を後 悔 して い るわ けで は な い の だ ろ うが 、何
か 彼 女 の 中 に、 間違 った 選 択 を した の で は なか っ たか とい う何 が しか の 思 い が ひ そ ん で い る よ
う に も思 え る の で あ る。 ピー タ ー を棄 て リチ ャ ー ドを 選 ん だ あ の 過 去 の場 面 が何 度 と な く彼 女
の 頭 に蘇 っ て くる。 ク ラ リ ッサ は 夫 リチ ャー ドを 愛 して い た し、 ま た リチ ャ ー ドも妻 を愛 し、
そ の 健 康 を気 遣 う、 申 し分 の な い夫 で あ っ た 。 しか し リチ ャー ドは、 政 治 とい う世 界 に生 き る
実 務 家 と して、 い わ ば厳 密 に い うな らば 、 彼 は ク ラ リ ッサ と は別 種 の人 間 で あ っ た 。 ク ラ リ ッ
サ は リチ ャ ー ドの こ と を 「彼 の称 讃 す べ き神 々 しい単 純 さ」 な ど と評 す る が 、鋭 い 感 受性 を持
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っ て 生 き る ク ラ リ ッサ に と っ て、 夫 リチ ャー ドは一 体 どん な 存 在 で あ っ た の か 。 ク ラ リ ッサ の
心 の 奥 に は 、 常 に 死 に対 す る恐 怖 が ひ そ んで い た。 そ れ は 老 齢 に よ る無 感 動 へ の恐 怖 と も置 き
換 えて も よ い もの で あ った が 、 そ う した 彼 女 の耐 え難 い ほ どの 恐 怖 を一 体 夫 は気 づ い て い た の
だ ろ うか 。
ク ラ リ ッサ は大 病 を した 後 、 リチ ャー ドと は寝 室 を別 に して い る。 「議 会 の審 議 が 遅 く まで続
くの で 、 リチ ャー ドは病 後 の 彼 女 の 眠 りを妨 害 す る こ とが あ っ て は な らな い と主 張 し、 寝 室 を
別 にす る よ う に な っ たか ら。」(18)とい うの が そ の 理 由 で あ るが 、 屋 根 裏 部屋 の 狭 い ベ ッ ドが彼 女
の 休 む場 所 とな る。 夫 との 間 は多 少 疎 遠 に な っ て は い る が 、彼 女 は あ え て そ の 関係 に と どま ろ
う とす る。 そ れ は 「魂 の 独 立 」 を保 持 した い と願 っ た か らで あ る。 結 婚 にお け る 「魂 の 独 立 」、





人 に は尊 厳 が あ り、 孤 独 が あ る。 夫 に も妻 に も 「孤 独 」 とい う領 域 が あ り、 そ れ は お 互 い の
「魂 の独 立 」 の た め に必 要 な もの な の だ とク ラ リ ッサ は考 え る の だ っ た。 しか し、 ク ラ リ ッサ は
そ もそ も 自分 が 個 の 存 在 で あ る こ と を求 め る女 性 で あ る 。彼 女 は リチ ャ ー ドな ら彼 女 自 身 の 内
面 に踏 み 込 ん で 来 る こ と は ない と して 、 彼 を結 婚 相 手 と して 選 ん だ と も考 え られ る 。 そ の意 味
で は、 彼 女 の 結 婚 は 成 功 で あ っ た の か も しれ な い。 ク ラ リ ッサ は孤 独 とい っ た領 域 を保 持 す る
こ とが 出来 た 。 そ れ は一 人 の 人 間 と して 持 つ べ き貴 重 な もの で あ っ た の だ。 彼 女 に は 「魂 の独
立 」 と して の孤 独 の ほか に、 孤 独 に伴 う 「寂 しさ」 とい っ た 蔭 が ほ の見 え る。 ク ラ リ ッサ と リ
チ ャー ドの 融 和 に は何 か 永 遠 に満 た され ぬ 部 分 が あ る よ うに 思 えて な らな い。
人 は本 当 の 意 味 で 、 他 者 との 問 に あ る深 淵 を越 え て い け るの だ ろ うか。 そ う した他 者 との生
活 の 中 で、 自分 自身 で い る とい う こ と に は どれ ほ どの 困 難 さが 伴 う の だ ろ う。 ラム ジー 失 人 の
「暗 い楔 形 の 芯 」 と も考 え あ わせ る と興 味深 い もの が あ る。 しか し、 ラ ム ジ ー夫 妻 の結 婚 生活 に
は、 な に が しか の 不 調 和 は あ っ た に せ よ、 夫 婦 の 問 は 強 い きず な で結 ば れ て い た 。 第1部 の終
わ り、 妻 は そ の 美 しい 微 笑 で 失 に愛 を伝 え、 ラ ム ジ ー 氏 は そ の 愛 で 満 た され る 。 夫 に寄 り添 い
なが ら、 こ れ 以 上 の 幸 福 は な い と ラ ム ジー 夫 人 は感 じる の で あ る。 こ う した 夫 と妻 の 融 和 の 瞬
間 は、Mrsl)allowayに お い て は見 出す こ とが 出来 なか っ た。
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4.NightandDayに お け る キ ャ サ リ ン ・ ヒル ベ リ ー の 場 合
こ こ ま で 、 まず ウ ル フ の作 品 に お け る二 組 の 夫 と妻 の 関 係 を見 て きた 。 ウ ル フ は これ ら意 識
の 流 れ の手 法 に よる作 品 を書 く前 に 、 伝 統 的 な手 法 に よ る作 品TheVoyageOut(1915)Night
andDay(1919)を 書 い て い るが 、 こ れ らの作 品 は共 に人 間 の孤 独 が そ の 主 題 で あ る よ う に思
わ れ る。 と くに 長 編 第 二 作 目のNightandDayで は、 「私 的 生 活 」 と 「社 会 生 活 」 との分 離 と
調 和 が テ ー マ で あ る。 つ ま り、 自己 の 内面 を見 つ め る 「孤 独 」 と他 者 との 「融 和 」 の 問題 で あ
り、 作 品 の タ イ トル で あ る 「夜 」 は前 者 を、 「昼 」 は後 者 を表 して い るの で あ る。
主 人 公 キ ャサ リ ン ・ヒル ベ リー は、 由緒 あ る家 柄 に育 つ 娘 で あ り、 客 間 で 母 に代 わ っ て手 際
よ く客 達 に お 茶 を ふ る ま うが 、 実 はそ の こ とに は精 神 の5分 の1し か 使 って い な い。 彼 女 は ひ
そ か に 数 学 や 天 文 学 に興 味 を持 ち、 ま た 一 人 き りの 夢 想 の世 界 に 遊 ぶ 人 間 で あ る。 婚 約 者 ウィ
リア ム ・ロ ドニ ー は 文 学 愛 好 家 の優 しい心 遣 い の で きる青 年 だ が 、 キ ャサ リ ンは彼 を愛 して は
お らず 、 結 婚 は彼 女 が夢 の 世 界 、 す な わ ち 一・人 の 世 界 に生 きる た め の 手 段 と割 り切 っ て い る気
配 が あ る。 結 局 、 この 婚 約 は解 消 さ れ 、 キ ャサ リ ンは 共 に夢 を は ぐ くむ こ との 出 来 る青 年 レイ
フ ・デ ナ ム と結 ば れ る。 レ イ フ ・デ ナ ム も また 同種 の 人 間 で あ り、 彼 らの 問 に は魂 の 親 交 が 生
じた の も当 然 だ っ た 。
この 小 説 は伝 統 的 形 式 に則 っ た もの で あ るが 、 ウ ル フは 人 間 の 心 に密 着 し、 そ の 内 面 世 界 を
克 明 に描 き出 す 。 小 説 の 題 名 は 先 に 述 べ た よ う に、 私 的 生 活 と社 会 生 活 の 対 比 を指 して い る が、







なぜ 思 考 と行 動 との 間 、 孤独 生 活 と社 会 生 活 の 問 に は、 永 遠 の不 一 致 が あ る の だ ろ う。 一 方
で は 魂 が 真 昼 の さ な か に 活 動 し、 他 方 で は 魂 が 夜 の 暗 闇 の 中 で 瞑想 に 耽 って い る、 こ の恐 ろ し
い 断 絶 が なぜ あ る の だ ろ うか 。 身 を屈 す る こ と も な く本 質 的 な 変化 も な し に、 一 方 か ら他 方へ
飛 び移 る こ と は不 可 能 なの だ ろ うか 、 と彼 女 は考 え るの で あ る。 「自 由」 を求 め つ つ 、 また 同 時
に 「愛 」 を求 め よ う とす るキ ャサ リ ンは、 人 間 の 持 つ 矛 盾 に 目を 向 け る の だ った 。 一 見happy
endingに 思 え る こ の小 説 も、 多 くの 問題 を持 っ て い る。 彼 らは確 か に 同種 族 で は あ るが 、 そ れ
ぞ れ の 夢 想 の 世 界 は同 種 の も の で は な く、 数 学 好 きの キ ャサ リ ン は、 数 学 的 自然 科 学 的真 理 に
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生 きる で あ ろ う し、 相 手 の レイ フ ・デ ナ ムの 持 つ 世 界 は幻 想 の 世 界 で あ る 。 二 人 は 夢 想 を 共 有





彼 らは や が て深 い 幸 福 感 に動 か さ れ 、 指 を上 げ た だ け で 意 味 が 分 か り、 一 つ の 言 葉 が 一 つ の
文 以 上 の 意 味 を語 る 、 そ う い う澄 ん だ状 態 に ま で到 達 して行 っ た の で あ っ た。 二 人 は 並 ん で 、
遙 か遠 く に あ っ て 二 人 を と らえ る何 もの か に向 か っ て歩 い て い く。 彼 らの夢 は 叶 え られ よ う と
して い た。
5.お わ り に
ウ ル フの 作 品 に お け る3人 の 女 性 の場 合 を見 て きた 。 一 人 は 人 生 の ほ とん どの 時 間 を家 族 に
捧 げ、 ほ ん の ひ と と きの 孤 独 の 時 間 を 渇 望 した ラ ム ジ ー 夫 人 。 二 人 目 は 夫 との何 不 自由 の な い
生 活 の 中 で 、 魂 の独 立 の た め に一 人 の 時 間 を求 め た ダ ロ ウ ェ イ 夫 人 、 そ して 三 人 目は 共 に夢 想
の 世 界 を持 つ 男 性 を結 婚 の相 手 と して 選 ん だ キ ャサ リ ン ・ヒル ベ リー で あ る。
人 間 とい う もの は 、 本 質 的 に孤 独 な存 在 で あ り、 人 と人 との 間 は 「深 淵 」 に よっ て 隔 て られ
て い る、 とい うの が処 女作TheVoyageOut以 来 、 ウ ル フ作 品 の 底 を流 れ る思 想 で あ った 。
「人 と人 との結 び つ き とは何 な の か」 「自分 の心 の独 立 と自 由 を保 ちつ つ 、 人 は人 を愛 す る こ
とが 出 来 る のか 」 そ れ は ウル フ 自身 の テ ー マ で も あ っ た。 しか し、 ウ ル フ は こ う した 問 い に 明
確 な答 え を示 して くれ て は い な い。 彼 女 の作 品 の一 つ 一 つ は 、 この 問 題 へ の新 た な る 「問 い直
し」 で あ っ た の か も しれ な い。 キ ャサ リ ン は この小 説 の 半 ば に お い て 次 の よ うに 言 う。
It'slifethatmatters,nothingbutlife‐theprocessofdiscovering‐theeverlastingand
perpetualprocess,notthediscoveryitselfatall.(zz)
問題 は 生 き方 に あ る の だ 。 絶 え 間 な く永 遠 に続 くそ の発 見 の 過 程 に あ る の だ 。発 見 自体 に あ
る の で は ない の だ と。 実 は 、 これ は キ ャサ リ ンが 道 を歩 きな が ら夢 中 に な っ て つ ぶ や く言 葉 で
あ り、 この と き、 将 来 結 ば れ る こ とに な る レ イ フ ・デ ナ ム とす れ 違 うの だ が 、 キ ャサ リ ン はそ
れ に も気 づ か な い ほ どに 、 自分 の 思 い の 中 にい る。 ま た こ の 言 葉 は キ ャサ リ ンに よっ て も う一
度 、 そ れ程 間 を お か ず に 語 られ る。 ウ ル フ は この 言 葉 に重 要 な 意 味 を含 ませ て い る よ うだ 。 こ
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の言 葉 に は 発 見 の 過 程 こ そ が 人生 で あ り、 目標 は 問 題 で は な い の だ し、 愛 も恋 も結 婚 も、 す べ
て は結 局 、 人 生 を探 求 す る プ ロセ ス で あ る の だ とい う意 味 が 込 め られ て い る よ う だ。。




彼 女 に は 、 大 きな謎 の答 え が い ま 出 た と ころ の よ う に思 え た 。彼 女 は、 人 が 一 生 を 費 や して
混 沌 と した 状 態 か ら形 を作 り、 完 全 で無 欠 に し よ う とす る球 を 、 束 の 間 だ け、 自分 の手 に した
の だ っ た 。 そ の球 を 手 に して い るの は ほ ん の わ ず か の 問 で あ り、 そ れ は一 瞬 の 問 に壊 れ て い く
もの だ っ た の だ が 、 二 人 は充 実 した 瞬 間 を持 つ こ とが 出 来 た の だ っ た 。
このglobeと い う概 念 は ウル フが 好 ん で用 い た もの で 、 これ を持 つ 瞬 間 に は、 人生 は 自足 し
た 、秩 序 だ っ た もの と して 現 れ る。 こ うい う時 を除 い て 人生 は 混 乱 で あ り、 人 と人 とは深 淵 に
よっ て 隔 て られ た 「氷 山 の よ う な孤 独 な存 在 」 で 、 互 い に は ほ とん ど コ ミュ ニ ケ イ ト出 来 な い
もの で あ る 、 とい うの がNightandDayの 前作 で あ る ウル フの処 女作TheVoyageOutに 見 ら
れ る ウ ル フ の 人 生観 の根 底 に あ る考 え で あ っ た(24)。
ウ ル フ は移 ろ い や す い この カ オス た る 人 生 の 中 で 、 一 瞬 の 間 に 消 え失 せ る瞬 間 を と らえ 、 そ
れ こそ が この 人 生 の混 沌 の 中 で 、 深 淵 に よ って 隔 て られ た 人 と人 と をつ な ぐ もの な の だ、 と し
て作 品 の 中 に提 示 した 。 ウル フが 追 求 した孤 独 と融 和 、 個 と社 会 、 思 想 と行 動 の 関係 は、 結 論




ウ ル フ も示 唆 して い る よ う に 、 人 は そ れ ぞ れ の 人 生 の 中 で 、 こ の両 者 の 問 を揺 れ動 きつ つ 、
充足 した 完 全 無 欠 な瞬 間 を手 に入 れ る こ とが 出来 る の で あ ろ う。 心 は無 数 の、 些 細 な 、狂 気 じ
み た 、 儚 い 、 あ る い は、 鋼 の よ う な鋭 さ を も っ て刻 み つ け られ た 印象 を 受 け取 る もの で あ り、
そ の 心 に落 ち か か る原 子 をそ の落 ち か か る順 序 通 りに 記録 し、 た と え外 見 は い か に 支離 滅 裂 で
あ ろ う と、 そ れ ぞ れ の 光 景 あ る い は事 件 が 意 識 に刻 み つ け る模 様 を辿 る こ とが小 説家 の任 務 で
あ る と ウル フ は言 うの で あ る(26)。そ の一 見 難解 な作 品 に触 れ る こ とで 、 読 者 はそ の粗 雑 な 日常
の 中 に紛 れ 込 ん で い く自分 自 身 を押 し と どめ 、 魂 の静 寂 た る 孤 独 の 中 に、 自己 の魂 に糧 を与 え
る 方 法 を探 る こ とが 出 来 るの で あ る 。
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